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エビデンスベースの投資に向けたエンティティ指向投資データ分析基盤の開発 

馬強 

 

日本は超高齢化社会に突入し，安定な老後生活を送るためには，投資の重要性と必要性

がますます高まってきている．政府も「貯蓄から投資へ」というスローガンのもと，政策

支援を進めている．また，FinTech に代表されるようにユーザ主導型金融サービスが多数

登場し，金融 IT サービスの多様化が進んでいる．特に，人工知能を利活用したロボアド

バイザなど新しい投資・金融サービスの注目度が高い．しかしながら，従来のサービスで

はその仕組み（投資の理由やエビデンスなど）がブラックボックス化されているため，一

般利用者が安心して利用できない．（財）投資信託協会の調査報告では，金融・投資商品

に対する理解に不安を覚え，投資に踏み切ることができない人がまだ多い．投資知識が十

分でない利用者に対して，金融・投資商品やマーケットへ影響を及ぼす要因を明らかする

ことが，利用者の不安の軽減には重要であり，金融・投資商品の利用促進と政府のスロー

ガンである「貯蓄から投資へ」の実現にもつながる．一方，eToro やマカソなどの SNS を

利用したソーシャルトレーディングサービスが注目されており，その最大な特徴は，エキ

スパートの取引内容をリアルタイムに自動的に複製して投資を行えることである．そのた

め，いかに効率よく投資者を分析し，信頼性の高いエキスパートを発見するかが重要な課

題となる． 

そこで，本研究では，FinTech をはじめ，金融・投資サービスに生成されつつある投資

ビッグデータを対象に，投資活動における重要なエンティティである事象（要因），投資

商品と投資者の特徴およびその相互関係を効率よく分析できるエンティティマイニングと

関係分析の基盤技術について研究開発を行っている．具体的に，「ニュースイベントなど

の事象の投資商品への及ぼす影響」や「エキスパートがいつ・何をどう取引したか」など

の投資知のマイニング手法について研究開発を行っている． 

(1) ニュースイベントなどの事象の投資商品への及ぼす影響に関する研究 

 ニュースや投資商品の報告書などから事象情報を抽出して，事象間の因果関係，特

に，事象が投資商品の価額や取引に及ぼす影響を定量的に分析手法について研究開

発を行っている[2,4]．本年度では，トレンドの変化点を干渉要因として導入したト

レントシフトモデルを開発し，トレンドごとに動的状態空間モデルを構築して要因

分析の精度向上に成功している[2]．  

(2) エキスパート投資者のマイニング 

ニュースや投資履歴を対象に，金融工学の知見を生かして，投資家の特徴（専門

性，パフォーマンス，リスク，一貫性など）を分析する手法について研究開発を行

っている[1,3,5]．本年度では，リスク管理やポートフォリオ理論を活用して，全投

資者からなるポートフォリオの効率的フロンティア曲線を構築し，効率的フロンテ



ィア曲線までの距離に基づいて投資者のパフォーマンスを評価する手法を提案し，

その有効性を確認した[1]． 
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